
東
北
大
学
大
学
院
環
境
科
学
研
究
科
教
授
石
田
　
秀
輝
氏

省
エ
ネ
生
活
自
然
界
か
ら
抽
出

　
い
し
だ
・
ひ
で
き
　

年

平
５

名
古
屋
工
大
工

学
博
士
課
程
修
了

年
伊
奈
製
陶

現
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ

入
社

年
取
締
役

年
東
北
大
大
学
院
環
境
科
学

研
究
科
教
授

岡
山
県
出
身

歳

地
球
環
境
に

低
負
荷
で
適
合

　
石
田
教
授

は

地
球
環

境
を
悪
化
さ

せ
た
の
は
テ

ク
ノ
ロ
ジ

だ

と
言
い

切
る

だ
が

そ
れ
は
テ

ク
ノ
ロ
ジ

を
モ
ノ
の
追

求
ば
か
り
に
使
い

心
の

豊
か
さ
の
追
求
を
怠

た

か
ら
だ
と
指
摘
す
る

自

然
環
境
に
見
ら
れ
る
さ
ま

ざ
ま
な
原
理
や
現
象
は
長

年
の
検
証
に
さ
ら
さ
れ
て

い
る

そ
こ
か
ら
抽
出
し

た
テ
ク
ノ
ロ
ジ

こ
そ
地

球
環
境
に
低
負
荷
で
適
合

し
て
い
る
と
い
え
る

村
山
茂
樹

自然原理をモノづくりにネイチャー・テクノロジーの時代へ�

宿舎充実、研修にも成果個室でプライバシーも確保

外国人実習生に超人気三和ドック
　

福
山

わ
た
し
の
弟
も
こ

こ
で
研
修
さ
せ
た
い

ベ
ト

ナ
ム
人
実
習
生

研
修
生

の
ホ

ア
ン
・
チ
エ
ン
・
ヒ
エ

さ

ん
は

真
顔
で
こ
う
話
す

こ
ん

な
外
国
人
実
習
生
に
超
人
気
の

研
修
制
度
を
持
つ
の
は

瀬
戸
内

海
・
因
島
で
船
の
修
繕
を
手
が
け

る
三
和
ド

ク

広
島
県
尾
道

市

寺
西
勇
社
長

０
８
４
５
・

２
６
・
１
１
１
１

実
習
生
を

単
純
労
働
者
と
し
て
酷
使
す
る
と

の
批
判
も
あ
る

外
国
人
研
修
・

技
能
実
習
制
度

だ
が

同
社
は

互
い
を
尊
重
す
る
姿
勢
で
成
果

を
あ
げ
て
い
る

　
三
和
ド

ク
は

年
６
月
に
制

度
を
導
入

現
在

人
の
ベ
ト

ナ
ム
人
研
修
生
・
実
習
生
を
受
け

入
れ
て
い
る

ホ
ア
ン
・
バ
ン
・

ヒ

プ

さ
ん
は

溶
接

作
業
な
ど
を
学
ん
で
い
る

部
屋

は
個
室
で

エ
ア
コ
ン
が
あ
る

イ
ン
タ

ネ

ト
で
や
り
と
り
で

き
る
し

住
み
や
す
い
環
境
に
と

て
も
感
謝
し
て
い
る

　
そ
れ
も
そ
の
は
ず

同
社
は
１

億
５
０
０
０
万
円
を
か
け

３
階

建
て
の
外
国
人
研
修
生
用
宿
舎
を

完
成
さ
せ
た
ば
か
り

個
室

室

と
食
堂

共
同
の
シ

ワ

ル

ム
を
備
え
た

寺
西
勇
社
長
は

若
者
の
生
活
習
慣
に
配
慮
し

た

プ
ラ
イ
バ
シ

を
保
ち
た
い

の
は
ど
の
国
の
若
者
も
一
緒

と

説
明
す
る

　
猫
の
手
も
借
り
た
い
ほ
ど
忙

し
い
造
船
業
界
だ
け
に

外
国
人

研
修
生
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は

否
め
な
い

同
社
の
事
例
を
み
る

と

単
な
る
ワ

カ

労
働

者

と
し
て
扱
わ
な
い

寺
西

社
長

こ
と
が
研
修
生
の
実
習
意

欲
を
増
し

戦
力
源
に
な

て
い

る

実
習
生
を
尊
重
す
る
姿
勢
こ

そ
が

研
修
制
度
を
軌
道
に
乗
せ

て
い
る
要
因
と
い
え
そ
う
だ

　

添厚労相

添
厚
労
相
が
省
庁
再
々
編
論

「
年
金
・
労
働
・
医
療
に
３
分
割
を
」

　

厚
生
労
働
省
は
３
分
割
く
ら
い

し
な
い
と

１
人
で
カ
バ

す
る
の

は

無
理
だ

日
の
閣
議
後
記

者
会
見
で

添
要
一
厚
生
労
働
相

が
同
省
を
年
金

労
働

医
療
そ
れ

ぞ
れ
所
管
の
３
省
庁
に
分
割
す
べ
き

だ
と
訴
え
る
場
面
が
あ

た

大
臣

就
任
か
ら
２
週
間

年
金
問
題
な
ど

同
省
が
抱
え
る
難
題
の
あ
ま
り
の
多

さ
に

同
相
の
悲
鳴
と
も
つ
か
ぬ

省
庁
再
々
編
論

が
飛
び
出
し
た

格
好
だ

　
就
任
以
来

年
金
問
題
や
前
九
州

厚
生
局
長
の
金
品
受
領
な
ど
へ
の
対

応
に
追
わ
れ
る
同
相
だ
が

記
者
会

見
で
労
働
問
題
へ
の
対
応
を
問
わ
れ

た
中
で

労
働
問
題
を
決
し
て
無
視

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

体
が
一

つ
だ
か
ら
全
部
カ
バ

で
き
な
い

と

本
音
を
ポ
ロ
リ

　
そ
の
上
で

同
省
の
分
割
に
つ
い

て
言
及
し

年
金
を
や
る
省
が
一

つ

労
働
問
題
を
や
る
省
が
一
つ

そ
れ
か
ら
医
療
を
や
る
の
も
一
つ
別

か
も
し
れ
な
い

そ
う
い
う
問
題
意

識
を
持

て
い
る

と
こ
ぼ
し
た

安
全
基
準
を
厳
格
化
三
井
物
産
履
歴
不
備
は
取
引
中
止
輸
入
食
材

環
境
省
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
取
引
制
度
２
４
件
８
万
�
成
立

　
環
境
省
が
主
導
す
る

自
主
参
加
型
国
内
排
出
量
取
引
制
度

に
よ
る
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
権
取
引
実
績
が

日

ま
と
ま

た

同
制
度
は
省
エ
ネ
対
策
を
実
施
す
る

企
業
に
補
助
金
を
交
付
す
る
代
わ
り
に
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
削
減
目
標
を

設
定

目
標
以
上
に
削
減
が
進
ん
だ
企
業
と
未
達
企
業
と
の
間
で

排
出
枠

を
取
引

す
る
仕
組
み
で

年
に
ス
タ

ト

取
引
件
数
は
合
計

件

Ｃ
Ｏ
２
量
に
し
て
８
万

２
６
２
４

だ

た

国
内
初
の
試
み
だ

た
だ
け
に

ど
の
程
度
の
取
引
が
成
立
す

る
か
注
目
さ
れ
て
い
た

Ｃ
Ｓ
Ｋ
、
子
会
社
再
編
業
務
請
負
分
野
専
門
性
・
競
争
力
を
強
化

新
社
長

■
官
公
庁
■

◇
地
方
制
度
調
査
会
総
会

時
半
全
国
都
市
会
館

◇
地
方
財
政
に
関
す
る
総
務

相
・
地
方
６
団
体
会
合

時

総
務
省

◇
経
済
財
政
諮
問
会
議

首

相
官
邸

◇
８
月
の
企
業
物
価
指
数

８
時

分

日
銀

◇
７
月
の
国
際
収
支

８
時

分

財
務
省

◇
８
月
の
消
費
動
向
調
査

８
時

分

内
閣
府

■
団
　
体
■

◇
自
民
党
と
日
本
経
団
連
が

懇
談
会

８
時

都
内

◇
小
川
是
地
銀
協
会
長
会
見

時

日
銀

◇
８
月
の
ビ

ル
・
発
泡
酒

な
ど
出
荷
量

ビ

ル
酒
造

組
合
な
ど■

企
　
業
■

◇
８
月
の
企
業
倒
産

時

民
間
信
用
調
査
機
関

　
自
然
の
原
理
を
新
し
い
技

術
や
モ
ノ
づ
く
り
に
活
用
す

る

ネ
イ
チ

・
テ
ク
ノ

ロ
ジ

東
北
大
学
大
学

院
の
石
田
秀
輝
教
授
は
地
球

環
境
問
題
を
背
景
に

自
然

界
か
ら
環
境
に
超
低
負
荷
で

高
機
能
な
現
象
を
見
つ
け
出

し

テ
ク
ノ
ロ
ジ

に
応
用

し
よ
う
と
努
め
て
い
る

テ

ク
ノ
ロ
ジ

は
本
来

人
間

の
心
を
豊
か
に
す
る
も
の
で

あ
る
以
上

自
然
や
愛
着
と

い
う
要
素
が
重
要
だ
と
指
摘

す
る

◇

　

２
０
３
０
年
を
地
球
環

境
問
題
の
転
換
点
と
と
ら
え

て
い
ま
す

　

　

地
球
温
暖
化
や
資
源
枯

渇
の
問
題
が
顕
著
に
な
る
の

が
２
０
３
０
年
だ

我
々
は

資
源
・
エ
ネ
ル
ギ

を
極
力

使
わ
な
い
生
活
に
す
る
必
要

が
あ
る

た
だ

そ
れ
が
我

慢
に
な

て
は
い
け
な
い

一
度
得
た
快
適
性
や
利
便
性

は
捨
て
ら
れ
な
い

そ
の
不

可
逆
性
を
肯
定
し
な
が
ら

い
か
に
エ
ネ
ル
ギ

・
資
源

を
使
わ
な
い
で
モ
ノ
を
つ
く

る
か
が
重
要
だ

　

ど
ん
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ

が
考
え
ら
れ
ま
す
か

　

切
り
口
は
二
つ
あ
る

一
つ
は
自
然

も
う
一
つ
は

日
本
独
特
の

粋

の
精
神

で

愛
着
や
コ
ミ

ニ
テ

と
い

た
も
の
だ

例
え

ば

自
分
が
修
理
し
た
道
具

や
モ
ノ
は
捨
て
ら
れ
な
い

自
然
と
か
愛
着
の
要
素
を
テ

ク
ノ
ロ
ジ

に
入
れ
る
必
要

が
あ
る

テ
ク
ノ
ロ
ジ

は

本
来

人
の
心
を
豊
か
に
す

る
も
の
だ

し
か
し

現
在

は
快
適
性

利
便
性
に
偏

て
い
る

完
ぺ
き
な
モ
ノ
を

目
指
し
て
い
る
か
ら
生
活
者

が
触
れ
な
い

　

今

２
０
３
０
年
の
制

約
因
子
を
踏
ま
え

わ
く
わ

く
す
る
よ
う
な
生
活
シ

ン

の
絵
を
描
い
て
い
る

そ
の

絵
に
必
要
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ

を
抽
出
し

そ
れ
を
自
然
の

中
か
ら
見
つ
け
出
し
て
デ
ザ

イ
ン
し
直
し

テ
ク
ノ
ロ
ジ

に
変
換
す
る

例
え
ば

エ
ア
コ
ン
の
温
度
や
湿
度
の

調
整
機
能
を
自
然
の
中
で
探

す
と
シ
ロ
ア
リ
の
塚
に
行
き

当
た
る

塚
の
中
の
温
度
は

度
Ｃ
±
０
・
９
度
Ｃ
に
管

理
さ
れ
て
い
る
が

そ
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
は
完
全
に
は
わ
か

て
い
な
い

た
だ

土
な

ど
い
く
つ
か
の
要
素
が
判
明

さ
れ
て
お
り

こ
れ
を
テ
ク

ノ
ロ
ジ

に
応
用
し
て
い

く　

参
加
し
て
い
る
特
定
非

営
利
活
動
法
人

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人

も
の
づ
く
り
生
命
文

明
機
構

で
ど
ん
な
活
動
を

行
い
ま
す
か

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
は
生
物

多
様
性
と
地
球
ダ
イ
ナ
ミ
ク

ス
を
ベ

ス
に
医
療
や
生
活

な
ど
の
ユ
ニ

ト
を
つ
く

て
い
き
た
い

科
学
者
と
技

術
者
を
一
緒
に
し

産
業
構

造
を
変
え
る
動
き
に
し
た

い

そ
の
加
速
度
を
上
げ
る

た
め
に
小
回
り
の
利
く
中
小

企
業
に
参
加
し
て
も
ら
う

モ
ノ
づ
く
り
が
人
の
心
を
豊

か
に
す
る

と
思

て
い
る

中
小
企
業
の
人
は
多
い

　☆　　　　　総合・人＆会社　　　２００７年 平成１９年 ９月１２日 水曜日　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ ）

日
付
エ

・

ア
ン
ド
・
ア
イ

シ
ス
テ
ム
の
新
社
長
で

大

阿
久
昌
彦
氏
の
読
み
方
が

お
お
さ
く
・
ま
さ
ひ
こ

と
あ
る
の
は

お
お
あ
く
・

ま
さ
ひ
こ
の
誤
り
で
し
た

　
三
井
物
産
は

日

輸
入

食
材
の
安
全
性
に
対
す
る
不

安
が
高
ま

て
い
る
こ
と
を

受
け
て

同
社
が
取
り
扱
う

食
品
の
安
全
基
準
を
厳
格
化

し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た

中
国
産
の
茶
葉
輸
入
で

は
栽
培
・
加
工
の
履
歴
を
完

全
把
握
す
る
体
制
を
敷
い
て

お
り

こ
の
基
準
を
食
材
全

般
に
拡
大
す
る

原
則
と
し

て

輸
入
前
の
履
歴
が
確
認

で
な
い
産
品
は
取
り
扱
い
を

中
止
す
る
方
針
だ

　
輸
出
入
時
の
サ
ン
プ
ル
検

査
で
は
許
容
量
を
超
え
た
農

薬
の
付
着
な
ど
が
見
逃
さ
れ

る
可
能
性
も
あ
る
た
め

中

国
産
茶
葉
は
栽
培
時
か
ら
履

歴
を
管
理
し
て
い
る

茶
園

の
状
態
や
散
布
し
た
農
薬
量

な
ど
の
記
録
を
契
約
農
家
に

義
務
付
け

日
本
の
基
準
で

適
正
な
栽
培
方
法
を
指
導

中
国
側
の
輸
出
企
業
と
輸
入

す
る
日
本
の
飲
料
メ

カ

を
交
え
て
現
地
で
実
態
調
査

も
実
施
し
て
い
る

　
中
国
や
タ
イ

イ
ン
ド
ネ

シ
ア
な
ど
の
ア
ジ
ア
諸
国
か

ら
多
く
を
輸
入
し
て
い
る
水

産
物
な
ど
他
の
食
材
に
つ
い

て
も

飼
育
や
運
搬
・
加
工

な
ど
の
過
程
で
農
薬
や
抗
生

物
質
な
ど
の
禁
止
薬
品
の
混

入
を
避
け
る
た
め

履
歴
の

完
全
把
握
を
目
指
す

既
に

同
社
で
は

零
細
漁
民
が
収

穫
す
る
た
め
流
通
ル

ト
を

追
跡
で
き
な
い
ベ
ト
ナ
ム
か

ら
の
エ
ビ
や
イ
カ
な
ど
天
然

水
産
物
の
一
部
に
つ
い
て

体
制
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
の

間

輸
入
停
止
の
措
置
を
取

た
　
Ｃ
Ｓ
Ｋ
ホ

ル
デ

ン
グ

ス
は

日

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ

セ
ス
ア
ウ
ト
ソ

シ
ン
グ

業
務
請
負

分
野
の
グ
ル

プ
組
織
を

年
１
月
１
日

付
で
再
編
す
る
と
発
表
し

た

７
月
１
日
付
で
実
施
し

た
Ｉ
Ｔ
サ

ビ
ス
分
野
の
グ

ル

プ
再
編
に
続
く
も
の

で

分
野
ご
と
の
専
門
性
や

競
争
力
を
強
化
す
る
の
が
狙

い

グ
ル

プ
一
体
経
営
を

推
進
す
る

　
子
会
社
の
サ

ビ
ス
ウ

ア
・
コ

ポ
レ

シ

ン

東
京
都
港
区

サ

ビ

ス
ウ

ア
九
州

福
岡
県
香

春
町

Ｃ
Ｓ
Ｋ
コ
ミ

ニ

ケ

シ

ン
ズ

那
覇
市

の
テ
ク
ニ
カ
ル
系
サ
ポ

ト

事
業
を
集
約
し

新
会
社
を

設
立
す
る

　
Ｃ
Ｓ
Ｋ
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
ズ

福
井
Ｃ
Ｓ
Ｋ

福

井
市

島
根
Ｃ
Ｓ
Ｋ

松

江
市

岩
手
Ｃ
Ｓ
Ｋ

盛

岡
市

大
分
Ｃ
Ｓ
Ｋ

大

分
市

の
シ
ス
テ
ム
開
発
事

業
も
新
会
社
に
統
合

グ
ル

プ
内
の
ニ
ア
シ

ア

国

内
拠
点
へ
の
委
託

開
発
体

制
を
強
化
す
る

再
編
対
象

と
な
る
企
業
の
本
社
間
接
部

門
は
Ｃ
Ｓ
Ｋ
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト

レ

シ

ン
サ

ビ
ス

東

京
都
港
区

に
集
約
す
る

　
さ
ら
に

年
以
降

再
編

の
第
２
段
階
と
し
て
テ
ク
ニ

カ
ル
系
サ
ポ

ト
部
門
を
除

く
サ

ビ
ス
ウ

ア
・
コ

ポ
レ

シ

ン
と
Ｃ
Ｓ
Ｋ
マ

ケ
テ

ン
グ
を
見
直
す

富
山
で
北
陸
電
と

新
サ

カ

チ

ム

Ｙ
Ｋ
Ｋ
　
Ａ
Ｐ

　
Ｙ
Ｋ
Ｋ
　
Ａ
Ｐ
と
北
陸
電

力
の
サ

カ

チ

ム
は

富
山
県
サ

カ

協
会

富

山
市

福
田
孜
会
長

０
７

６
・
４
４
１
・
０
４
０
３

が
提
唱
す
る

富
山
県
民
サ

カ

ク
ラ
ブ
チ

ム
構

想

に
参
画
す
る

日
本
フ

ト
ボ

ル
リ

グ

Ｊ
Ｆ

Ｌ

３
位
の

Ｙ
Ｋ
Ｋ
　
Ａ

Ｐ
サ

カ

部

と
５
位
の

北
陸
電
力
サ

カ

部

ア

ロ

ズ
北
陸

を
母
体
に
新

チ

ム
を
つ
く
り

富
山
県

で
の
Ｊ
リ

グ
チ

ム
誕
生

を
目
指
す

新
チ

ム
の
名

称
な
ど
は
未
定

ま
ず
Ｊ
２

昇
格
に
向
け

年
の
シ

ズ
ン
か
ら
新
チ

ム
で
Ｊ
Ｆ

Ｌ
に
参
戦
す
る

構
造
改
革
継
続

強
く
求
め
る

同
友
会
が
意
見
書

　
経
済
同
友
会
は

日

臨

時
国
会
に
向
け
た
意
見
書
を

公
表
し
た

地
域
の
疲
弊
や

格
差
問
題
に
対
す
る
国
民
の

声
に
配
慮
し
つ
つ
も

本

質
的
な
原
因
は

戦
後
日
本

型
シ
ス
テ
ム

の
制
度
疲
労

と
新
た
な
時
代
環
境
へ
の
不

適
合
で
あ
る

と
し
て
構
造

改
革
の
継
続
と
加
速
を
強
く

求
め
た

　
ま
た
参
院
第
一
党
の
民
主

党
に
対
し
て

与
党
批
判
に

終
始
す
る
こ
と
な
く
整
合
性

・
実
行
性
の
高
い
政
策
の
提

案
を
求
め
て
い
る

　
◆
眼
鏡
用
フ
レ

ム
撤
退

　
ニ
コ
ン
は

日

連
結
子

会
社
の
ニ
コ
ン
ア
イ
ウ

ア

東
京
都
墨
田
区

を
通
じ

て
展
開
し
て
い
る
眼
鏡
用
フ

レ

ム
と
サ
ン
グ
ラ
ス
事
業

か
ら

年
３
月
に
撤
退
す
る

と
発
表
し
た

光
学
技
術
を

中
心
と
す
る
コ
ア
技
術
と
の

相
乗
効
果
が
見
込
め
ず

経

営
資
源
を
成
長
分
野
に
集
中

す
る
た
め

同
社
の

年
度

の
売
上
高
は
約

億
円

　
◆
出
資
比
率
を
変
更

　
持
田
製
薬
は
持
田
シ

メ

ン
ス
メ
デ

カ
ル
シ
ス
テ
ム

東
京
都
千
代
田
区

の
出

資
比
率
を

月
１
日
付
で
変

更
す
る

持
田
製
薬
が
保
有

す
る
持
田
シ

メ
ン
ス
メ
デ

カ
ル
シ
ス
テ
ム
の
発
行
済

み
株
式
総
数
の

％
を
シ

メ
ン
ス
に
譲
渡
す
る

譲
渡

後
の
出
資
比
率
は
シ

メ
ン

ス

％

持
田
製
薬

％

　
◆
長
官
ら
厳
重
注
意
処
分

　
経
済
産
業
省
は

日

テ

レ
ビ
や
冷
蔵
庫
な
ど
の
家
電

製
品
に
安
全
性
を
示
す
マ

ク
を
付
け
る

Ｐ
Ｓ
Ｅ
制

度

で

中
古
品
販
売
業
者

に
対
す
る
周
知
が
不
十
分
だ

た
と
し
て

望
月
晴
文
資

源
エ
ネ
ル
ギ

庁
長
官
ら
５

人
を
口
頭
に
よ
る
厳
重
注
意

処
分
と
し
た
と
発
表
し
た

　
同
制
度
は

年
４
月
の
施

行
か
ら
５
年
間
の
猶
予
期
間

中
に

周
知
が
十
分
で
な
く

中
古
品
販
売
を
め
ぐ
る
混
乱

が
起
き
た
の
が
処
分
理
由

制
度
見
直
し
法
案
の
臨
時
国

会
提
出
を
機
に
処
分
を
行

た

望
月
氏
は

年
に
商
務

流
通
審
議
官
だ

た

　
日
本
電
設
工
業

　

月
１
日

▽
鉄
道
統
括
本
部

品
質
管
理
部
長

鉄
道
統
括
本
部
品

質
管
理
部
担
当
部
長

渡
辺
綱
久
▽

営
業
統
括
本
部
品
質
管
理
部
長

営

業
統
括
本
部
工
務
技
術
部
担
当
部

長

野
々
村
裕
美
▽
同
東
関
東
支
店

長

同
東
関
東
支
店
次
長

伊
東
秀

司
▽
中
部
支
店
営
業
部
長

中
部
支

店
営
業
部
担
当
部
長

小
川
昇
▽
中

国
支
店
鉄
道
部
長

鉄
道
統
括
本
部

交
通
事
業
部
営
業
グ
ル

プ
担
当
課

長

蓮
沼
和
昭

　
チ

ソ

　

月
１
日

▽
人
事
部
長
兼
務

を
解
く
　
執
行
役
員
総
務
部
長
委
嘱

大
衡
一
郎
▽
人
事
部
長

日
本
ポ
リ

プ
ロ
取
締
役
第
１
営
業
本
部
長
兼
名

古
屋
支
店
生
活
資
材
グ
ル

プ
マ
ネ

ジ

上
野
正
昭

　
川
崎
造
船

神
戸
市
中
央
区

　

９
月

日

▽
神
戸
工
場
副
工

場
長
兼
工
作
部
長

神
戸
工
場
副
工

場
長
兼
品
質
保
証
部
長

理
事
河
部

香
▽
品
質
保
証
部
長

神
戸
工
場
技

師
長

理
事
寺
田
春
秋
▽
神
戸
工
場

参
与

工
作
部
長

杉
崎
公
俊

　
ト
ラ
ス
コ
中
山

　

月
１
日

▽
東
京
支
店
長

厚
木
支
店
長

山
本
浩
司
▽
名
古

屋
支
店
長

水
戸
営
業
所
長

徳
野

朋
文

　
ユ

シ
ン
精
機

　

９
月
１
日

機
構
改
革

品

質
管
理
部
を
新
設

　

人
事

▽
品
質
管
理
部
責
任
者

製
造
本
部
副
責
任
者

執
行
役
員

川
口
恭
則

　
山
善

　

月
１
日

▽
管
理
本
部
審
査

法
務
部
長
兼
大
阪
審
査
法
務
部
長

管
理
本
部
東
京
審
査
法
務
部
長

澤
村
昭
夫
▽
同
東
京
審
査
法
務
部
長

同
大
阪
審
査
法
務
部
長

山
添
正

道
▽
通
販
営
業
部
長

広
域
量
販
部

長

家
庭
機
器
営
業
本
部
営
業
統
括

部
長
兼
関
東
営
業
部
長
兼
ホ

ム
セ

ン
タ

部
長
兼
ホ

ム
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
部
長
曽
我
哲
士
▽
関
東
営
業

部
広
域
量
販
部
長
を
兼
務
　
家
庭
機

器
営
業
本
部
東
北
営
業
部
長
荒
木
俊

則
▽
東
日
本
営
業
本
部
機
械
部
長

広
島
支
社
副
支
社
長
兼
機
械
部

長

多
川
喜
介
▽
九
州
支
社
機
械
部

長

九
州
支
社
機
械
部
副
部
長

横

溝
正
信
▽
広
島
支
社
副
支
社
長
兼
機

械
部
長

九
州
支
社
機
械
部
長

下

條
俊
一
▽
九
州
支
社
産
業
シ
ス
テ
ム

部
長

九
州
支
社
産
業
シ
ス
テ
ム
部

副
部
長

廣
岡
雅
人

　
ベ
ス
ト
電
器

　

９
月
５
日

機
構
改
革

関

連
企
業
本
部
を
新
設
し
４
本
部
制
と

す
る

　

人
事

▽
関
連
企
業
本
部
長
兼

構
造
改
革
担
当

新
規
事
業
担
当
兼

購
買
管
理
部
長

常
務
吉
岡
英
雄
▽

社
長
室
長
を
兼
務
　
同
経
営
企
画
本

部
長
兼
監
査
室
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
担
当
浜
田
孝
▽
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
推

進
担
当

九
州
営
業
部
長

取
締
役

高
倉
章
▽
新
規
事
業
部
長
兼
ベ
ス
ト

フ

ミ
リ

社
長

経
営
企
画
本
部

副
本
部
長
兼
関
連
事
業
部
長

同
堀

雅
治
▽
北
九
地
区
長

ド
ラ

グ
事

業
部
長
兼
新
規
事
業
態
開
発
部
長

執
行
役
員
池
田
雅
行
▽
福
岡
店
・
福

岡
地
区
長

筑
後
地
区
長

同
久
佐

木
和
茂
▽
筑
後
地
区
長

社
長
室

長

同
森
良
章

オ

ク
ス
ホ

ル
デ

ン
グ
ス
　
　
　
大
脇
氏

　
大
脇
　
高
志
氏

お
お
わ

き
・
た
か

し

年

平
１

東
京
メ
デ

ク
ス
入

社

年
オ

ク
ス
キ

ピ

タ
ル
取
締
役

鹿
児
島
県
出

身

歳

　
▽
水
間
信
勝
社
長
は
退
任

▽
交
代
理
由

経
営
責
任
を

重
く
受
け
止
め
た
水
間
社
長

の
辞
任
申
し
出
に
よ
る
▽
就

任
日

９
月

日

　
今
回
ま
と
ま

た
の
は
日

本
電
気
硝
子
や
山
崎
製
パ
ン

な
ど
初
回
参
加
の

社
が

年
４
月
か
ら

年
８
月
末
ま

で
取
引
し
た
実
績

環
境
省

の
情
報
イ
ン
フ
ラ
を
利
用
し

た
平

取
引
単
価
は
ト
ン
当

た
り
１
２
１
２
円

最
高
は

同
２
５
０
０
円

最
低
は
同

９
０
０
円
だ

た

　
ま
た

社
が
省
エ
ネ
対
策

を
講
じ
た
こ
と
に
よ
る
Ｃ
Ｏ

２
削
減
効
果
は

万
７
０
５

６

で

対
象
工
場
や
事
業

所
の
基
準
年
排
出
量
の
約
３

割
に
相
当
す
る
と
い
う

　
欧
米
を
中
心
に
排
出
権
取

引
制
度
導
入
へ
向
け
た
動
き

が
活
発
化
す
る
な
か

環
境

省
は
国
内
企
業
に
対
し

取

引
や
削
減
ノ
ウ
ハ
ウ
蓄
積
を

促
す
た
め
同
制
度
を
展
開

引
き
続
き
１
０
０
社
規
模
が

取
引
を
予
定
し
て
い
る


